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遠賀町民俗資料館近目　オ　ープ　ン

人のうこき（認諾曇）
人　　口　10．742人（＋15）

男　　　　5，120　（＋2）

女　　　　5，622　（＋3）

世帯数∴∴2，956戸（＋7）

（）内は前月　比

10月のこよみ神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）

八
百
万
の
神
々
が
曲
芸
の
同
に
集

ま
り
だ
ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら
。

1
　
日
　
　
赤
い
羽
根
募
金

1
0
　
日
　
　
体
育
の
口

1
4
　
日
　
　
鉄
道
記
念
日

花
　
暦
　
　
き
く
（
清
浄
）

誕
生
石
　
　
オ
パ
ー
ル
（
温
和
）

1
0
月
の
誇
簡
用
語

仲
秋
、
秋
冷
、
秋
長
、
秋
雨
、

名
月
、
み
の
り
の
秋



第192号　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」（2）

圃和50年慶実録の主要建股事繁く工費1千万円以上）

事　案　　種　　目 �蒋∴梁∴鑓 �僑∴∴∴∴考 

（千円） 2414、792 �延2227訪 

193、137 � 

161．9231 � 

（繰越分） �55、982 � 

45383 � 

上水道穀備夢鬼 �35．764 � 

31．883 i � 

24、888 � 

2　3．786 � 

16．643 � 

15、942 � 

国保会計負担の状，況

49．246円

保険給付額　　保険税負担額　保険給付額　保険税負担額
i i l i i　」

被保険者1人当り　　　　　　被保険者l世帯当り

農業共済特別会計決算書

（単位　千円）

勘定科1日 �才　　人 �才∴i虹 

臓作物共済勘定 �7．803 �ま857 

家畜共済勘定 �1．003 �1．003 

薬∴務∴勘　定 �13．320 �11．357 

計 �22．126 �16，217 

お出か（ナは、隣近所に　一声かけて

遠
賀
町
財
政
事
情
の
公
表
（
下
）

－
昭
和
5
0
年
度
決
算
見
込
額
の
概
況
1

「
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計

昭
和
5
0
年
度
の
国
民
健
康
保
険
会
計

は
、
歳
入
一
億
七
千
百
四
十
五
万
円
、

歳
出
一
億
五
千
七
百
八
十
四
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で
2
8
％
、

歳
出
で
3
4
％
の
増
加
を
い
た
し
て
お
り

ます。歳
入
の
織
成
比
で
は
、
国
庫
支
出
金

約
％
、
国
保
税
が
謁
％
、
繰
越
金
6
％

そ
の
他
の
収
入
金
1
0
・
5
％
と
な
り
、

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
全
体
の
鎚

％
壱
占
め
、
次
い
で
国
保
準
備
金
1
％

事
務
費
な
ど
の
総
務
費
が
6
・
5
％
、

そ
の
他
2
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
最
近
6
ヶ
年
の
決
算
状
況
は
、
別
表

の
と
お
り
で
、
年
々
経
費
の
増
加
に
よ

っ
て
規
模
が
弦
大
し
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
歳
出
面
で
の
保
険
給
付
費
の
増
大

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
農
業
共
済
事
業
特
別

会
計

爆
薬
共
済
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
共

済
事
業
に
お
い
て
、
水
稲
病
害
虫
の
部

故
除
外
の
指
定
（
病
害
虫
の
被
害
に
よ

る
減
収
分
は
適
用
し
な
い
）
を
昭
和
4
5

年
よ
り
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
病

害
虫
寧
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
重
点

的
に
事
業
の
実
施
を
は
か
っ
て
お
り
、

そ
の
他
、
制
度
改
正
に
伴
な
う
共
済
郵

業
の
主
旨
徹
底
や
啓
発
が
行
な
わ
れ
ま

した。



第192号（3）広報「おんが」

ハタ織り機と吉野氏

手をかそう、ぢっぢゃなこともとおとしより

9
月
定
例
議
会
報
告

一
般
会
計
補
正
予
算
は
二
億
円
余
り

提
出
6
議
案
可
決

9
月
定
例
議
会
は
、
去
る
9
月
細
目
閲
会
し
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
6
強
襲
が
上
提
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
第
4
4
号

の
一
都
が
修
正
さ
れ
た
ほ
か
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
1
0
月
4
日
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
付
韻
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

酸
素
第
4
3
号
　
遠
賀
卿
退
載
手
当
支
鈴

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
去
る
第
材
轄
時
国
会
に
お
い
て

失
業
保
険
法
が
雇
用
保
険
法
に
切
替
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
に
も
と
す
い
た
労
働
大
臣
の
示
す
基

準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
町
退
職
手
当
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

酸
素
籍
4
4
号
　
遠
賀
町
震
裳
共
済
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
愛
共
済
細
目
香
の
提
出
が
、

従
来
1
月
1
0
日
に
定
め
ら
れ
て
い
た
も

の
が
、
菱
の
播
付
け
の
実
態
か
ら
1
2
月

1
5
日
に
改
め
、
加
入
者
負
担
の
水
稲
共

済
掛
金
の
納
期
限
を
8
月
2
0
日
か
ら
8

月
1
0
日
へ
と
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
麦
共
済
掛
金
の
昭
和
5
2
年
度

麦
に
適
用
す
る
単
位
当
り
共
済
金
の
選

択
に
つ
い
て
は
、
7
5
円
か
ら
鎌
田
の
範

囲
と
し
0
0
円
を
選
択
し
ま
し
た
。

議
案
第
4
5
号
　
遠
賀
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
四
百
三
十

一
万
六
千
円
と
し
、
歳
入
で
は
県
支
出

金
一
億
六
百
万
円
（
捕
造
改
善
野
菜
補

助
金
八
千
八
百
万
円
は
か
）
諸
収
入
六

千
三
百
万
円
、
交
付
税
三
千
万
円
が
主

な
財
源
で
す
。

歳
出
で
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
費
（

農
薬
倉
庫
建
設
疎
柴
費
）
八
千
八
百
万

円
を
は
じ
め
、
土
木
関
係
予
算
（
道
路

整
備
費
ほ
か
）
八
千
六
百
万
円
、
給
食

施
設
建
設
費
二
千
五
百
万
円
の
ほ
か
蒋

務
関
係
と
し
て
は
、
登
記
秘
務
委
託
料

二
百
六
十
万
円
、
衆
談
貝
選
挙
賀
百
六

十
万
円
な
ど
が
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

酸
素
第
4
6
号
　
固
定
資
産
審
査
評
伍
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

本
件
は
前
委
員
柴
田
勇
氏
の
任
期
満

了
に
と
も
な
い
後
任
の
委
員
と
し
て
、

遠
賀
町
広
波
の
重
広
新
氏
を
全
会
一
致

で
選
任
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
助
役
に
柴
田
武
門
氏

教
育
委
貝
に
は
坂
田
氏
族
生
民
を
選
任

助
役
・
教
育
委
貝
（
2
名
）
の
任
期

氏
　
　
満
了
に
と
も
な
う
選
任
同
意
が
9
月
定

田楽民団坂

例
義
金
に
塗
薬
さ
れ
、
助
役
に
柴
田
武

門
氏
（
2
期
日
）
教
育
委
貝
に
は
坂
田

他
次
郎
氏
（
4
期
日
）
族
生
重
言
（
3

期
日
）
を
全
会
一
致
で
同
意
承
認
を
え

ま
し
た
。

な
お
、
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
の
議
を
経
て
坂
田
飽
次
郎

氏
の
教
育
長
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

柴
田
武
門
氏
略
歴

遠
賀
町
土
木
課
、
水
道
課
、
庶
務
課

企
画
課
の
各
課
長
を
歴
任
、
昭
和
4
7

年
的
月
助
役
に
選
任
さ
れ
2
期
日
。

東
筑
高
校
卒
　
4
5
才

坂
田
亀
次
郎
氏
略
歴

鞍
手
部
面
川
小
学
校
訓
導
、
植
木
小

学
校
長
、
県
視
学
官
、
県
教
育
庁
遠

賀
出
張
所
長
を
歴
任
、
．
昭
和
3
9
年
1
0

月
遠
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
選

任
さ
れ
以
来
1
期
日

小
倉
師
範
卒
　
7
1
才

「
税
を
知
る
週
間
」に

つ
い
て

税
務
行
政
の
現
状
や
納
税
者
に
有
利

な
説
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
n
月
Ⅱ

日
か
ら
日
月
1
7
日
ま
で
各
種
の
行
事
が

他
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
週
間

申
施
工
会
主
催
に
よ
る
税
務
相
談
を
開

き
ま
す
。
税
務
署
の
係
員
や
説
理
士
が

倒
様
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

な
お
税
務
署
主
他
の
各
謡
行
事
は
後
日

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
1
1
月
1
5
日
　
1
3
時
～
1
6
時

「
二
場
所
　
遠
賀
中
央
公
民
館

※
Ⅱ
月
日
日
1
2
日
1
3
日
1
6
日
1
7
日
は

商
工
会
事
務
所
に
て
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。轡

酵

遠
賀
町
民
俗

資
料
館
寮
内

遠
賀
町
中
央
公
民
館
3
階
に
遠
賀
町

民
俗
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
は
虫
生
津
の
吉
野
千
年
氏
が
中
心

と
な
っ
て
郷
土
の
古
文
番
、
駿
磯
臭
、

消
防
用
具
な
ど
が
陳
列
さ
れ
町
民
の
皆

さ
ん
に
古
い
時
代
の
物
を
知
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
永
く
保
有
し
ょ
う
と
計
画
し

ま
し
た
。
1
0
月
1
2
日
よ
り
開
館
し
ま
す

の
で
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

遠
賀
町
職
員
採
用
試
験
案
内

次
に
よ
り
、
遠
賀
町
職
員
の
採
用

試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
受
験

希
望
の
方
は
申
し
込
み
下
さ
る
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

語

一
、
採
用
予
定
数
∴
岩
手
名

一
、
採
用
職
珪
一
般
行
政
事
務
職

一
、
年
令
　
　
　
昭
和
2
7
年
4
月
2

日
か
ら
孤
軍
4
月
1
日
ま

で
に
生
れ
た
看
。

一
、
資
格
　
牲
別
、
学
歴
、
住
所

等
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
、
試
験
日
　
賦
和
5
0
年
目
月
齢
日

「
∴
試
験
場
　
別
途
通
知
し
ま
す

「
願
書
受
付
期
間
　
1
0
月
1
3
日
か

ら
1
0
月
5
0
日
ま
で

一
、
願
書
交
付
場
所
　
役
場
庶
務
課

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

庶
務
課
人
事
係
へ
お
だ
づ
ね
下
さ
い

砲
話
0
9
3
2
9
⑧
1
2
3
4

内
線
2
6
2
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第4回荘年ソフトボール大会組合せ表（sL9．5）

。　甲　， 
，辛土　。新亘7 

広渡　合古賀　虫生津　新町 15　9　5　4　17　2 

器関配萱聴聞聞聞 
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費∴∴掲時期
用　　所　関　白

みなさんの役蹄です。電話（3）1234

今

古

賀

チ

ー

ム

　

3

連

勝

－
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
－

第
4
回
壮
年
ソ
ワ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

9
月
5
日
遠
賀
中
学
校
、
島
門
、
浅
木

南
小
学
校
に
1
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

優
勝
戦
は
今
古
賀
と
新
町
の
対
戦
と
な

り
、
過
去
2
連
勝
の
今
古
賀
は
そ
の
力

を
発
揮
し
逆
転
勝
ち
輝
く
3
連
勝
を
送

出
り
ま
し
た
。

以
下
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

少
年
相
撲
大
会
の
開
催

▼
日
時
　
1
0
月
1
7
日
午
後
1
時

▼
場
所
　
木
守
　
井
手
神
社

▼
種
別

。
団
体
戦
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

小
一
～
中
三

o
個
人
戦
　
学
年
別

他
に
三
人
抜
き
、
五
人
抜
き
あ
り
。

▼
主
催
　
遠
賀
町
体
育
協
会

遠
賀
町
教
育
委
員
会

子
供
会
指
導
者

研
修
会
案
内

子
供
会
指
導
者
研
究
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
子
供
会
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん

公
民
飼
・
婦
人
会
関
係
の
方
も
多
数
御

参
加
く
だ
さ
い
。諒

▼
期
日
　
1
0
月
2
4
日
（
日
）

午
前
9
時
～
1
2
時

▼
会
場
∴
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▼
内
容
　
映
画
と
静
演

▼
講
師
　
大
野
城
市
教
育
委
員
会

課
長
　
岡
崎
隆
三
氏

昭
和
5
2
年
版
農
業
目
陸
の
斡
旋

本
年
も
左
記
の
と
お
り
斡
旋
致
し
ま

す
の
で
希
望
者
は
申
込
下
さ
い
。

記

一
、
価
　
格
　
特
約
価
格
∴
約
円

二
、
申
込
先
　
産
業
課
振
興
係

三
、
申
込
期
限
　
昭
和
5
1
年
1
0
月
2
0
日

☆

衛

生

係

か

ら

※
冒
ガ
ン
検
鯵

1
0
月
徳
目
（
金
）

9
時
0
0
分
～
日
時

遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役
場

鱗）二
千
二
百
円
（
内
千
円
町
が

補助）

定
貝
一
〇
〇
名

申
込
み
場
所
　
役
場
厚
生
課
衛
生
係

申
込
み
期
間
　
1
0
月
1
2
日
か
ら
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
。

申
込
み
は
印
鑑
と
一
二
〇
〇
円
を
添

え
て
真
接
窓
口
ま
で
。

※
乳
児
相
磯

期
日
　
1
0
月
1
8
日
（
月
）

日
月
1
5
日
（
月
）

時
間
　
1
0
時
～
n
時
5
0
分

場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役
場

横）

持
参
品
　
母
子
手
帳

※
秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
（
追
加
）

1
0
月
4
・
5
日
に
実
施
し
ま
し
た
が

ま
だ
未
漢
語
犬
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

当
日
不
用
犬
の
引
き
取
h
f
も
致
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
時
　
日
月
6
日
（
土
）

現
所
　
役
拇
車
庫
前

科
金
　
注
射
料
　
五
〇
〇
円

登
録
料
　
三
〇
〇
円
（
春
に

登
録
し
た
犬
は
不
用
で
す
）

同
和
雅
章
慶

就
学
予
定
者
の
就
学
時

の
健
康
診
断
に
つ
い
て

学
校
保
健
法
に
基
づ
い
て
、
遠
賀
町

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
5
2
年

度
就
学
予
定
者
に
対
し
て
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

こ
の
就
学
時
の
健
康
診
断
は
就
学
予

定
者
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
て
、
保

健
上
の
適
正
な
就
学
を
期
す
る
た
め
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

尚
、
当
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
住

民
基
本
台
帳
に
よ
り
就
学
予
定
者
を
調

査
し
各
区
長
に
煎
会
し
て
通
知
状
を
配

布
し
ま
す
が
、
も
し
洩
れ
の
方
が
あ
れ

ば
左
記
期
日
に
健
康
診
断
を
受
け
て
下

さ
い
。

記

日
時
及
び
場
所

遠
賀
中
央
公
民
館昭

和
5
1
年
Ⅱ
月
1
2
日

の
島
門
小
学
校
々
区

1
2
時
～
1
3
時
受
付
、
1
3
時
検
査
開
始

㊥
浅
木
小
学
校
々
区

1
3
時
～
1
4
時
受
付
、
1
4
時
検
査
開
始

福
岡
県
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
紹
介

県
内
の
観
光
資
源
及
び
観
光
施
設
の

情
報
を
正
確
に
提
供
し
、
観
光
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
9
ン
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し

て
県
庁
産
業
貿
易
館
内
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

電

話

　

0

9

2

～

7

1

2

～

0

1

2

1
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川は生きています。　川を汚さないようにしましょう

我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
0
0

1
－
－
遠
賀
町
空
手
道
同
好
会
　
－

「
消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー
」

家
庭
の
防
火
管
理
に
つ
い
て

我
が
国
の
伝
統
的
武
道
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
空
手
道
は
そ
の
技
の
持
つ

独
特
は
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

健
康
と
体
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
健

全
は
精
神
の
か
ん
護
と
人
格
の
向
上

に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と

し
て
大
い
に
普
及
し
て
お
り
ま
す
が

遠
賀
町
に
も
空
手
道
同
好
会
を
鯖
成

し
て
数
年
に
な
り
ま
す
。

な
く
純
申
し
て
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

散
し
、
そ
の
後
の
な
ん
と
も
言
え
な

い
す
が
す
が
し
い
疲
労
感
に
ひ
た
る

郭
が
で
き
る
、
「
空
手
の
練
習
は
き

つ
い
が
好
き
だ
。
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
」
と
い
う
者
の
集
り
で
す
。

空
手
道
修
業
は
常
に
そ
の
厳
し
い

修
練
を
通
じ
て
自
己
に
勝
つ
事
で
あ

り
道
を
切
り
開
い
て
い
く
と
こ
ろ
に

現
在
会
員
は
学

生
時
代
に
空
手
道

の
経
験
が
あ
る
人

高
校
の
空
手
部
に

入
っ
て
い
ろ
人
、

身
体
を
鍛
う
為
に

は
じ
め
た
人
等
そ

ん
な
メ
ン
バ
ー
1
0

名
程
度
の
小
性
器

で
す
。
し
か
し
会

員
は
皆
遠
賀
町
で

の
練
習
日
以
外
の

日
は
他
の
町
道
揚

こ
そ
空
手
道
を
志

す
者
の
本
懐
が
あ

り
ま
す
。
一

甲
高
い
気
合
で

突
き
技
、
蹴
り
枝

受
け
を
や
っ
て
い

て
一
挙
一
枝
足
を

無
駄
に
し
な
い
動

き
、
集
中
力
を
装

い
寒
気
を
つ
く
気

合
は
い
き
い
き
と

し
た
も
の
が
あ
り

、
現
在
の
社
会
に

い
ざ
と
い
う
時
、
家
族
が
一
致
協
力

し
て
火
事
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
家

族
全
員
が
集
ま
っ
て
、
火
元
の
管
理
や

消
火
、
通
報
、
避
難
な
ど
の
役
割
の
分

担
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
計
画
ど
お
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
が
行
な
え
る
か
ど
う
か
を

実
際
に
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
役
割
の
分
担
の
一
例

1
、
外
出
時
や
就
寝
前
の
火
元
の
点
検

は
、
マ
マ
か
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
万
一
、
火
事
に
な
っ
た
時
の
消
火

は
、
パ
パ
か
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
消
防
署
へ
の
僅
話
通
報
は
、
お
ち

つ
い
て
ハ
ッ
キ
リ
と
、
ポ
ク
か
ワ

タ
ン
か
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
砥
話
が
す
ん
だ
ら
、
ポ
ク
か
ヮ
タ

シ
は
、
大
声
で
近
所
の
人
に
知
ら

せ
て
ま
わ
り
、
お
家
に
入
ら
ぬ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

5
、
老
人
や
小
さ
い
子
供
の
避
難
誘
導

は
、
マ
マ
か
し
ま
し
ょ
う
。

6
、
老
人
や
子
供
は
、
避
難
し
や
す
い

部
屋
に
や
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

7
、
玄
関
や
廊
下
、
勝
手
口
や
通
路
な

ど
に
は
日
頃
か
ら
、
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
火
器
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

は
遠
慮
せ
ず
、
消
防
署
予
防
課
ま
で

砥
話
し
ま
し
ょ
う
。

包
話
　
3
－
1
2
3
1
番

登
内
火
災
救
急
発
生
状
況

（
5
1
・
1
・
1
～
8
・
3
1
）

に
て
練
習
を
し
て
い
る
英
か
ら
の
空

手
愛
好
者
の
集
り
で
す
。

テ
レ
ビ
等
を
見
て
空
手
は
カ
ッ
コ

い
い
し
護
身
術
に
は
も
っ
て
こ
い
の

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
甘
い
考
え
で
空
手
を

始
め
る
と
数
ヶ
月
に
て
挫
折
し
て
し

ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い

よ
う
で
す
が
、
現
在
の
会
員
は
非
常

に
厳
し
い
、
又
、
苦
し
い
練
習
に
耐

え
て
頑
張
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
短
時
間
の
続
晋
で
気
を
抜
く
草

欠
け
て
い
る
も
の
を
発
見
し
た
思
い

か
し
ま
す
。

総
じ
て
言
え
る
疎
は
厳
し
い
空
手

道
の
練
習
を
通
じ
て
得
た
「
忍
」
の

一
字
は
皆
人
生
上
の
大
き
な
心
の
財

産
と
な
っ
て
お
り
、
我
々
会
貝
一
同

な
お
一
層
心
身
の
諜
麿
に
努
力
す
る

覚
悟
で
す
。
練
習
は
週
一
一
回
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
練
習
日
、
時
間
等
詳

細
に
つ
い
て
は
役
場
内
半
田
（
砥
諸

⑧
1
2
3
4
）
　
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

不
起
訴
処
分
に
不
満
の
方
は

気
軽
に
審
査
申
立
て
を

詐
欺
、
お
と
し
、
傷
害
、
暴
行
、
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
げ
、
聾
家
や

検
察
庁
に
訴
え
だ
が
、
検
車
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
つ
ま

り
不
起
訴
処
分
は
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
。
　
－
　
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
、
そ
う
い
う
方
は
そ

の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検
察
審

査
会
に
相
談
く
だ
さ
い
。

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
被
害
を

う
げ
だ
人
で
検
事
の
不
起
訴
処
分
に
不

服
の
あ
る
方
は
だ
れ
で
も
審
査
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
立
の
費
用
は
無
料
で
す
。

詳
細
は
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
ま
で

寓

話

　

0

9

3

～

5

6

1

～

3

4

3

1

心

配

こ

と

相

談

家
庭
の
悩
み
、
交
通
恕
故
の
相
談
な

ど
困
っ
て
い
ろ
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
ま
す
。

1
0
月
1
8
日

調
停
相
談
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

心
配
と
と
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

1
0
月
2
3
日

行
政
相
談
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

心
配
ご
と
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

両
日
と
も
場
所
は

遠
賀
町
公
民
館
別
館
で
す
。

無
料
調
停
相
談
会

o
日
時
　
m
月
1
8
日

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

。
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

。
担
当
　
折
尾
簡
易
裁
判
所
調
停
委
員

及
び
裁
判
所
職
員

。
内
容
　
土
地
、
建
物
、
金
銭
、
変
速

車
故
、
相
続
な
ど
の
問
題
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
撲
滅

県
民
運
動
月
間
に
つ
い
て

1
0
月
1
日
よ
り
3
1
日
ま
で
を
秋
の

「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
撲
滅
月
間

」
と
し
て
県
民
の
総
力
を
あ
げ
て
撲
滅

に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、
引
き
抜

に
よ
る
除
草
で
は
大
都
分
が
再
生
な
し

で
、
刈
り
切
り
に
よ
る
方
法
で
は
再
生

が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
で
き
る
だ

け
引
き
抜
い
て
除
草
し
ま
し
ょ
う
。
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

説
　
3
期
分

期
限
　
同
月
2
5
日
ま
で

＜
電
話
局
か
ら
の
お
願
い
∨

北
九
州
市
内
へ
態
話
さ
れ
る
方
は
、

は
じ
め
に
「
0
9
3
」
を
〃

◇
縛
話
番
号
を
確
か
め
て

ウ
ロ
覚
え
で
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
の
は
、

ま
ち
か
い
宙
話
の
も
と
に
な
り
、
時

間
と
お
カ
ネ
の
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

◇
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に

砥
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
が
が
戻
る
と
き
に

つ
な
が
り
ま
す
。

鉛
筆
で
ま
わ
し
た
り
、
ム
り
に
戻
し

た
り
す
る
と
ま
ら
が
っ
て
か
か
っ
た

り
故
階
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◇
話
し
中
の
と
き
は
3
分
待
っ
て

相
手
が
お
話
し
中
だ
っ
た
ら
3
分
位

待
っ
て
か
ら
か
け
宿
せ
ば
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
は
か
か
り
ま
す
。

◇
呼
出
苦
は
1
0
回
程
度
待
ち
ま
し
ょ
う

4
～
5
回
で
セ
ッ
カ
チ
に
切
る
と
、

相
手
は
短
詩
磯
の
そ
ば
ま
で
き
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

郵
便
局
よ
り

「
創
業
0
0
周
年
を
迎
え
る

郵
便
局
の
簡
易
保
険
」

（
1
0
月
は
簡
易
保
険
月
間
）

簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年
十
月
一
日

か
ら
、
無
診
盃
、
月
掛
、
集
金
を
特
徴

と
し
た
国
営
の
生
命
保
険
と
し
て
創
設

さ
れ
、
全
国
の
郵
便
局
で
そ
の
取
扱
い

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
六
十
年
郵
便
局
の
簡
易
保
険
と

し
て
、
広
く
皆
様
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
、
利
用
さ
れ
た
鮨
果
、
現
在
総
加
入

件
数
五
千
万
件
、
契
約
高
は
二
十
八
兆

円
、
資
金
総
額
は
七
兆
円
を
超
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
の
大
切

な
財
産
と
し
て
市
町
村
な
ど
の
地
方
公

共
団
体
を
は
じ
め
、
公
社
、
公
庫
、
公

団
な
ど
政
府
機
関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅

や
道
路
、
学
校
、
交
通
機
関
な
ど
皆
様

の
生
活
に
結
び
つ
い
た
身
近
な
生
活
環

境
の
整
備
弦
充
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

当
町
に
は
、
五
十
年
度
中
に
失
業
対

策
事
業
に
一
、
五
九
〇
万
円
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
に
四
二
〇
万
円
、
住
宅
改

修
資
金
に
二
〇
一
〇
万
円
が
融
資
さ

れ
、
現
在
ま
で
の
融
資
額
の
累
計
は
一

四
六
九
〇
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
で
は
、
加
入

者
ホ
ー
ム
、
保
養
セ
ン
タ
ー
、
診
寝
所

な
ど
の
福
祉
施
設
を
全
国
各
地
に
設
置

し
、
加
入
者
の
福
祉
の
増
進
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、

毎
年
十
月
を
「
簡
易
保
険
月
間
」
と
名

付
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
創
業
六

十
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国
的
に
P
R

活
動
と
新
加
入
連
動
を
展
開
し
、
簡
易

保
険
に
対
す
る
皆
様
の
理
解
と
信
頼
を

一
層
深
め
ろ
と
と
も
に
、
ま
だ
簡
易
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
も
積

極
的
に
呼
び
か
け
、
保
障
の
あ
る
生
活

が
送
れ
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
郵
便
局
の
簡
易

保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ます。も
う
お
済
み
で
す
か
、

あ
な
た
の
定
額
貯
金
証
書

郵
便
局
で
は
…
‥

た
だ
い
ま
、
郵
便
局
で
は
昭
和
4
9
年

9
月
2
3
日
以
前
に
お
預
け
に
な
っ
た
定

額
貯
金
の
お
利
息
が
有
利
に
な
る
手
続

き
（
（
替
）
）
を
お
取
扱
い
し
て
い
ま
す

手
続
き
は
…
・
・
・

簡
単
で
す
。
定
額
貯
金
証
書
を
お
近

く
の
郵
便
局
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

貯
金
証
宮
に
（
替
）
の
表
示
を
し
て
、
ハ

イ
お
わ
り
〃

お
取
扱
い
期
間
は
…
…

昭
和
5
2
年
1
月
1
3
日
ま
で
で
す
。
お
手

も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を
お
確
め
に
な

っ
て
、
こ
の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ

一
国
圏
　
i
I
一

郵
仲
居
の
定
額
貯
金
は
、
お
預
け
後
に

利
率
引
き
下
げ
が
あ
っ
て
も
、
以
前
の

高
い
利
率
が
つ
き
ま
す
。
し
か
も
、
利

率
引
き
上
げ
の
場
合
、
そ
の
後
長
く
お

預
け
に
な
る
な
ら
預
け
替
え
さ
れ
た
ほ

う
が
有
利
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
簡
略

に
し
た
も
の
が
（
替
）
の
手
続
き
で
す
。

（
注
、
4
9
年
9
月
2
4
日
に
定
額
貯
金
の

利
率
が
一
律
に
〇
・
五
％
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
（
蕾
）
は
こ
れ
に

伴
う
も
の
で
す
。
）

そ
の
他
へ
わ
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
の
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

ー
　
0
　
－
　
0
　
－
　
0
　
－

〃
お
宅
に
も
郵
便
受
箱
を
〃

た
い
せ
つ
な
郵
便
物
を
雨
の
日
も
風

の
日
も
、
ま
た
お
留
守
の
と
き
も
、

安
全
に
確
実
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
＜
郵
政
省
標
準
規
格
V
の
郵
便

受
箱
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

遠
賀
川
郵
便
局

福
岡
県
警
察
官
募
集
中

。
採
用
人
員
　
約
終
名

。
受
付
期
間
　
9
月
2
1
日
～
1
0
月
如
日

福
岡
市
中
央
区
天
神
l
丁
目

福
岡
県
暫
察
本
部
警
務
課

学
　
生
　
募
　
集

海
上
保
安
大
学
校
　
約
幻
名

海
上
保
安
学
校

燈
　
台
　
　
　
約
5
0
名

航
海
・
機
関
　
各
科

通
信
・
主
計
　
約
猫
名

受
付
期
間
　
9
月
餓
日
～
0
0
月
1
8
日

申
込
先

福
岡
県
博
多
区
伸
湊
町

福
岡
海
上
保
安
部

危
険
物
頂
扱
者
賦
験

○
日
時
　
n
月
1
日
午
前
1
0
時

○
場
所
　
北
九
州
大
学

。
科
目
　
甲
種乙

種
第
四
・
五
・
六
・
類

丙
種

。
受
付
　
1
0
月
5
日
～
1
0
月
1
5
日

遠
賀
郡
消
防
署

水
道
工
事
当
番
店
（
1
0
月
分
）

△
水
谷
工
務
店
　
飯
事
局
4
6
7
6

1
・
5
・
9
・
1
3
・
1
7
・
2
1
日

2
5
・
約
日

△
福
田
工
務
店
　
の
0
1
6
8

2
・
6
・
m
・
1
4
・
1
8
・
2
2
日

2
6
・
5
0
日

△
高
幡
工
務
店
　
㈲
1
6
2
5

3
・
7
・
n
・
1
5
・
1
9
・
鑓
・
2
7
日

▽
佐
伯
工
単
層
　
の
0
1
1
0

4
・
8
・
1
2
・
1
6
・
創
・
塊
・
幼
日


